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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

 

回次
第10期
第２四半期
累計期間

第10期
第２四半期
会計期間

第９期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 321,664 232,868 879,400

経常損失 (千円) 222,759 105,265 333,315

四半期(当期)純損失 (千円) 277,490 102,580 345,558

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 1,116,3681,116,368

発行済株式総数 (株) ― 33,897 33,897

純資産額 (千円) ― 1,052,9231,311,614

総資産額 (千円) ― 1,345,9811,604,426

１株当たり純資産額 (円) ― 31,062.4538,694.13

１株当たり四半期
(当期)純損失

(円) 8,186.303,026.2310,194.36

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 78.23 81.75

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 44,481 ― △476,140

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,648 ― △4,774

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― ― ―

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 721,581 679,749

従業員数 (名) ― 31 31

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり潜在株
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式が存在しないため記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

EDINET提出書類

株式会社ＤＮＡチップ研究所(E05389)

四半期報告書

 3/29



２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありませ

ん。

 

 

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 31

(注) 従業員数は、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
 

事業部門別の名称 生産高(百万円)

研究受託部門 44,853

合計 44,853

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当第２四半期会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
 

事業部門別の名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

研究受託部門 63,327 51,085

商品販売部門 97,556 8,753

合計 160,884 59,838

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 (3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
 

事業部門別の名称 販売高(百万円)

研究受託部門 34,030

商品販売部門 198,838

合計 232,868

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

 

相手先

当第２四半期会計期間

販売高(百万円) 割合(％)

㈱池田理化 110,260 47.3

和光純薬工業㈱ 59,432 25.5

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（1）経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市

場の混乱に加え、原油をはじめとする原材料価格の高騰は、諸物価の上昇にもつながり個人消費の停

滞感などから、景気の先行き不透明感は高まり、総じて景気は足踏み状態から後退局面となりました。

当社事業を取り巻く環境は、まず主要顧客である大学等公的研究機関での研究投資が縮小傾向にあ

り、加えて医療制度抑制策等により国内市場拡大が抑制される傾向にあるなど、有利でない状況が一

方であります。反面、総合科学技術政策においてバイオはその中で重要な位置を占めており、また第５

次医療法改正で、先端医療の普及を促進する厚労省関連の環境の整備が予感されつつあります。現実

には、社会の急速な高齢化への対処と、癌やメタボリック・シンドロームなどに対する予防医療の必

要性が強く認識されており、近々政策的に対処せざるを得ない状況が迫っていると考えております。

このような状況下において、当社は受託サ－ビス事業の拡大を図ることが重要課題であると認識し

ており、アジレント社製マイクロアレイを中心とした受託サ－ビス事業拡大のため従来の営業部と受

託サ－ビス事業部門を一体化して事業開発部とすることにより、営業員と受託研究者が連携して受注

活動を推進できる体制を整備し、積極的に受注活動を推進しております。また、新たに受託メニュ－化

したdeCODE社と連携したゲノム解析事業、特にＣＮＶ解析の受注を推進しております。

この結果、当第２四半期会計期間における売上高は232百万円となりました。利益面では、営業損失

110百万円、経常損失105百万円となりました。また、当第２四半期会計期間末において、投資有価証券

の時価の下落による評価損の洗い替え差額3百万円を計上したことにより、第２四半期純損失は102百

万円となりました。

 

事業部門別の状況は次のとおりであります。

①研究受託事業

研究受託事業においては、公立機関の研究受託公募に新技術を活用した研究開発を積極的に提案

し、前期に引き続いて独立行政法人科学技術振興機構(ＪＳＴ)及び独立行政法人新エネルギー・産業

技術総合開発機構(ＮＥＤＯ)に提案が採択されており、この研究開発を推進しております。

また、アジレント社製マイクロアレイを使用した受託解析サービスの強化を図るとともに、ゲノム

解析事業おいては、大学、研究機関との共同研究をベースに、ＳＮＰ
（注１）

やＣＮＶ
（注２）

の受託解

析を受注しました。しかし受注が８、９月に集中したため、この受注が売上まで至りませんでした。

その結果、当第２四半期会計期間の売上高は、34百万円となりました。

 

②商品販売事業

米国イルミナ社の高性能シーケンサであるSolexaを国内研究機関向けに３台納入しました。また、

これに伴いSolexaの試薬等を販売いたしました。
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その結果、当第２四半期会計期間の売上高は、198百万円となりました。

 

（注１）ＳＮＰ：ある生物種集団のゲノム塩基配列中に一塩基が変異した多様性が見られ、その変異
が集団内で1%以上の頻度で見られる時、これをＳＮＰ（Single Nucleotide P
olymorphism一塩基多型）とよぶ。

（注２）ＣＮＶ：ある集団のなかで１細胞あたりのコピー数が個人間で異なるゲノムの領域のこと

をコピー数多型（Copy Number Variation）という

 

 

（2）財政状態の分析

（流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は1,039百万円で、前事業年度末に比べ218百万

円減少しております。現金及び預金の増加41百万円等もありましたが、売掛金の減少200百万円、受取

手形の減少39百万円等が主な要因であります。

 

（固定資産）

当第２四半期会計期間における固定資産の残高は306百万円で、前事業年度末に比べ39百万円減少

しております。

投資有価証券の時価の下落による評価減50百万円が主な要因であります。

 

（流動負債）

当第２四半期会計期間における流動負債の残高は291百万円で、前事業年度末に比べ増減はありま

せん。

買掛金の増加16百万円等もありましたが、前受金の減少14百万円等もありました。

 

（固定負債）

当第２四半期会計期間における固定負債の残高は1百万円で、前事業年度末に比べ大幅な増減はあ

りません。

 

（純資産）

当第２四半期会計期間における純資産の残高は1,052百万円で、前事業年度末に比べ258百万円減

少しております。これは第２四半期純損失により利益剰余金が277百万円減少したことが主な要因で

あります。

 

 

（3）キャッシュ・フロ－の状況

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物の残高は31百万円増加し721百万円となりま

した。
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（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

営業活動によるキャッシュ・フロ－は34百万円の収入となりました。

主な要因は、税引前四半期損失102百万円、売上債権の増加50百万円などの支出がありましたが、仕

入債務の増加190百万円等の収入があったことによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

投資活動によるキャッシュ・フロ－では、2百万円の支出となりました。

主な要因は、固定資産の取得によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

財務活動によるキャッシュ・フロ－は収入・支出ともありませんでした。

 

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

 

（5）研究開発活動

当第２四半期会計期間における研究開発につきましては、バイオマーカーの探索を目的とした高感度

チップの開発を目指し、産業技術総合研究所と「生体関連物質の微量検出を目的とした新技術開発」

の共同研究契約を継続して推進しております。

一方、将来の個人化医療に向けた臨床診断チップ開発では、癌診断チップの開発実現を目標に、大阪

府(代表者：大阪府立成人病センター)及び大阪大学大学院医学系研究科と「消化器系癌の診断法の

研究開発」、また、メタボリックシンドローム関連診断チップ及び免疫関連診断チップの開発実現を

目標に金沢大学大学院医学系研究科と「血液を用いた糖尿病と遺伝子の関係を判断する方法に関す

る研究」、大阪大学大学院生命機能研究科と「リウマチ等疾病の遺伝子特性による診断法の確立」、

また埼玉医科大学総合医療センターと「末梢血によるＲＡ早期疾患シグニチャ－解析法の開発と確

立」に関する共同研究を進めております。

更に疲労等の診断チップについては株式会社総合医科学研究所と「疲労定量化及びそれに基づく

健康に有用な研究」を共同で進めております。

また、公立機関の研究受託公募に前期に引き続き平成２０年度においても継続事業として採択され

ました独立行政法人科学技術振興機構の「革新技術開発研究事業」及び独立行政法人新エネルギ－

・産業技術総合開発機構の「課題設定型産業技術開発助成金」につきましても継続して研究開発を

推進しております。

 

当第２四半期会計期間の研究開発費の総額は、21百万円であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ＤＮＡチップ研究所(E05389)

四半期報告書

 8/29



 

EDINET提出書類

株式会社ＤＮＡチップ研究所(E05389)

四半期報告書

 9/29



第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,800

計 100,800

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,897 33,897
東京証券取引所
（マザーズ）

―

計 33,897 33,897 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 ― 33,897 ― 1,116,368 ― 1,028,918
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現
在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日立ソフトウェアエンジニアリ
ング㈱

東京都品川区東品川4-12-7 3,266 9.6

松原謙一 大阪府吹田市 1,340 4.0

日本碍子㈱ 愛知県名古屋市瑞穂区須田町2-56 640 1.9

枝松七郎 兵庫県神戸市長田区 634 1.9

野村證券㈱ 東京都中央区日本橋1-9-1 616 1.8

森淳彦 兵庫県神戸市垂水区 520 1.5

大塚栄子 北海道札幌市中央区 480 1.4

㈱サン・クロレラ
京都府京都市下京区烏丸通五条下る大坂町
369

400 1.2

藤尾晋作 兵庫県三田市 396 1.2

坪田博之 兵庫県姫路市 383 1.1

加藤菊也 大阪府枚方市 320 0.9

計 ― 8,995 26.5
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　33,897 33,897 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 33,897 ― ―

総株主の議決権 ― 33,897 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が339株（議決権339個）含

まれて降ります。

 

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

最高(円) 75,60074,80070,00056,10040,40044,000

最低(円) 70,00067,50056,60039,10038,15037,100

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所（マザーズ）における株価を記載しております。

 

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで)に係る四半期財務諸表について、清友監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
　(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前会計年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 721,581 679,749

受取手形及び売掛金 242,089 481,286

商品 36,291 28,283

仕掛品 31,229 35,410

その他 8,312 33,460

流動資産合計 1,039,504 1,258,189

固定資産

有形固定資産 ※１
 41,502

※１
 47,831

無形固定資産 3,608 5,172

投資その他の資産

長期預金 200,000 200,000

その他 61,366 93,232

投資その他の資産 261,366 293,232

固定資産合計 306,477 346,236

資産合計 1,345,981 1,604,426

負債の部

流動負債

買掛金 236,426 219,716

その他 55,410 72,027

流動負債合計 291,836 291,744

固定負債

引当金 1,220 1,067

固定負債合計 1,220 1,067

負債合計 293,057 292,811

純資産の部

株主資本

資本金 1,116,368 1,116,368

資本剰余金 1,028,918 1,028,918

利益剰余金 △1,092,362 △814,871

株主資本合計 1,052,923 1,330,414

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － △18,800

評価・換算差額等合計 － △18,800

純資産合計 1,052,923 1,311,614

負債純資産合計 1,345,981 1,604,426
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 321,664

売上原価 409,130

売上総損失（△） △87,465

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 ※１
 141,079

営業損失（△） △228,544

営業外収益

受取利息 5,743

その他 41

営業外収益合計 5,785

営業外費用

その他 －

営業外費用合計 －

経常損失（△） △222,759

特別利益

特別利益合計 －

特別損失

投資有価証券評価損 50,840

その他 3,416

特別損失合計 54,256

税引前四半期純損失（△） △277,015

法人税、住民税及び事業税 475

法人税等調整額 －

法人税等合計 475

四半期純損失（△） △277,490
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 232,868

売上原価 267,052

売上総損失（△） △34,183

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 ※１
 76,552

営業損失（△） △110,736

営業外収益

受取利息 5,220

その他 37

営業外収益合計 5,257

営業外費用

その他 △213

営業外費用合計 △213

経常損失（△） △105,265

特別利益

特別利益合計 －

特別損失

投資有価証券評価損 △3,160

その他 －

特別損失合計 △3,160

税引前四半期純損失（△） △102,105

法人税、住民税及び事業税 475

法人税等調整額 －

法人税等合計 475

四半期純損失（△） △102,580
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △277,015

減価償却費 8,516

投資有価証券評価損益（△は益） 50,840

受取利息 △5,743

売上債権の増減額（△は増加） 239,196

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,975

仕入債務の増減額（△は減少） 16,709

その他 9,380

小計 39,908

利息の受取額 5,743

法人税等の支払額 △1,170

営業活動によるキャッシュ・フロー 44,481

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,474

敷金及び保証金の差入による支出 △174

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,648

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 41,832

現金及び現金同等物の期首残高 679,749

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 721,581
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

 

 

 

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を

第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。

この変更による当第２四半期累計期間の売上総損失、営業損失、経常損失、税引前四半期純損失に与える影

響はありません。

 

 

【簡便な会計処理】

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し前会計年度末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却費を期間按分する方法

によっております。

なお、定率法を採用している資産については、会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

 

 

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

 

 

【追加情報】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

 

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

 

※1　有形固定資産の減価償却費累計額　286,748千円

 

 

※1　有形固定資産の減価償却費累計額　295,089千円
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬　　        31,272千円

給与手当　　        25,311千円

研究開発費　　      26,117千円

 

 

第２四半期会計期間

 

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬　　        15,591千円

給与手当　　        12,113千円

研究開発費　　      14,597千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 721,581千円

現金及び現金同等物 721,581千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 33,897

 

 

２　自己株式に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

 

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　　該当事項はありません。
 
 

　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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 (１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

  

 31,062.45円

  

 38,694.13円

(注)　 １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 1,052,923 1,311,614

普通株式に係る純資産額（千円） 1,052,923 1,311,614

普通株式の発行済株式数（株） 33,897 33,897

１株当たり純資産額の算定に用い

られた普通株式数（株）
33,897 33,897

 

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期累計期間

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 8,186.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 277,490

普通株式に係る四半期純損失(千円) 277,490

普通株式の期中平均株式数(株) 33,897
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第２四半期会計期間

 

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 3,026.23円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月31日
至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 102,580

普通株式に係る四半期純損失(千円) 102,580

普通株式の期中平均株式数(株) 33,897

 

 

 

 (重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成20年11月10日

株式会社ＤＮＡチップ研究所

取締役会　御中

清友監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　田　　口　　邦　　宏　　印

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　人　　見　　敏　　之　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ＤＮＡチップ研究所の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第10期事業年度の第２

四半期会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月

１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算

書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＤＮＡチップ研究所の平成20年９

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績

並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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